
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土の歴史 

１９３０年１月１日 海蔵村が四日市市に編入され「四日市受信所」と改称。 
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  文明開化の明治時代に入って、「殖産興国」を旗印に欧米の先進技術を必死に学んだ結果、欧米に近づくことができ、かつ、日

清、日露戦争に勝利して、世界の先進国家に仲間入りを果たしましたが、極東の端に位置する地理的条件から情報伝達に時間がか

かることが大きな悩みでした。 

国は、この問題をなんとか解決しようと太平洋横断の海底ケーブルの敷設を考えましたが、アメリカ本土への陸揚げが拒否され

挫折を余儀なくされました。そこで政府は、大正時代に入って無線電信の長波利用技術が開発されたことに着目して、逓信省が中

心になってアメリカ本土や欧州諸国と直接通信連絡できる国際無線電信局の設立を図るための国家プロジェクトを立ち上げました。 

 しかし、二つの戦争と１９２３年（大正１２年）の関東大震災の発生で、我が国の財政は年々厳しいものとなっていたため、大

電力無線局を建設の予算を編成することは困難な状況にありました。さらには、無線通信に適した波長の割当が、世界的な問題に

なっていたことから波長の獲得競争に優位に立つために国は早急な対応を迫られていました。 

 そこで政府は、窮余の一策として民間資本を活用して特殊会社を設立して設備を整えて、これを政府が運用することが適切だと

判断し、国策会社の日本無線電信株式会社の創立を決めたのです。 

1925 年（大正 14 年）２月には、日本無線電信株式会社法が成立し、同年 10 月には日本無線電信株式会社が設立されました。 

 監督官庁の逓信省は新会社に対し 1925 年（大正 14 年）12 月 18 日付で逓信大臣命令書（外信第 10743 号）を交付しましたが、

命令書別紙２「対欧無線電信設計大要」の第 2 項で、送信所を愛知県碧海郡依佐美村内に、受信所を三重県三重郡海蔵村内に設置

することになりました。 

  

第 2 号 対欧無線電信局設計大要 

１．略 

２．本局ハ送信所及受信所ヨリ成ルモノニシテ送信所ヲ愛知県碧海郡依佐美村内ニ受信所ヲ三重県三重郡海蔵村内ニ設置シ、 

両所共名古屋郵便局トノ間ニ必用ナル連絡線ヲ新設スルモノトス 

   ３．～１５．（略） 
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1. は  じ  め  に 
 



 

 

 

同社は、１９２７年４月１５日に愛知県碧海郡依佐美村に送信所と三重県三重郡海蔵村に受信所の 

建設工事を開始、１０２８年（昭和３年）３月３１日に海蔵受信所を、翌年３月３１日に依佐美  

送信所を竣工させ、名古屋無線電信局操縦によるわが国自前の対欧無線通信ルートが構築されました。 
1928 年（昭和 3 年）9 月 24 日、ベルリン、パリ、ワルソー（波蘭）局との   1929 年（昭和 4 年）4 月 15 日長波及び短波併用で 

受信業務開始。                              双方向通信を開始。 

                                   

 

日本無線電信株式会社依佐美送信所 

 

 

 

 

          

 

           日本無線電信株式会社海蔵受信所ポストカード 
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２．いつごろ海蔵に作られたのですか 
 



 

 

 

 この受信所には長波受信設備と短波受信設備が併置されていました。1936 年（昭和 11 年）の整備拡充命令により受信所が廃止

となるまでの設備の模様を簡単に説明すると次のとおりです。（日本無線電信株式会社対欧 

無線電信送受信所案内による） 

長波受信設備 

 イ 受信機 ４台 

   テレフンケン会社（ドイツ）の最新型で、受信波長は８千ｍから２万４千ｍまでに同調して 

高速受信に適し、ダブルゴニオメーター式によって単一指向性受信を行うことができました。 

 ロ 空中線 

  Ａダブルゴニオ（複十字枠型空中線） 

  これは受信所を中心として、反対方向に各々２千ｍの直線距離――全距離４千ｍを隔てて海岸（三ツ谷地内）と山の手（垂坂地内）とに設けられ 

  二つの何れも高さ６０ｍの鉄塔に施された装置で、この空中線はそれぞれ地下ケーブルによって西阿倉川の受信室に引き込まれ受信機４台に共用

されていました。 

 短波受信設備 

 イ 短波受信機 

  Ａ 本邦製受信機  ８台（４組） 

  これは本社最新の設計により日本無線電信株式会社の製作したもので、受信波長１２ｍ以上  

６０ｍまでに同調し、高周波増幅３段およびリミター装置を備え高速度受信に対し能率良好の 

  ものでした。 

  Ｂ マルコニ式受信機  １台（１組） 

  これは英国マルコニ社製の最新式遠距離受信用のもので、前記同様受信波長１２ｍから６０ｍ 

までに同調し特に高速度受信に適する構造のものでした。                       四日市受信所に装置の短波受信機 

                                                   

３ 

３．どのような設備があったのですか その① 
 



 

 

 

ロ 空中線 

  Ａ マルコニ式ビームアンテナ  １装置 

   この空中線はマルコニ会社最新の設計に係るもので、高さ８５ｍの鉄塔２基を約１５０ｍを隔てて建設し、この間に吸収空中線１２条と 

  反射空中線２４条とを懸架し、これによって鋭敏なる指向性受信を行うもであり、混信、空電及び反響妨害を除去するのに効力顕著でした。 

  Ｂ 水平型同調空中線    装置 

   これは略略東西の方向に互いに１００ｍを隔てて建てられた高さ６０ｍの鉄塔２基の間に懸架されたもので、前記空中線同様、鋭敏なる 

  指向性を有するものでした。 

  Ｃ 垂直型ウェーブ空中線  2 装置 

   これは何れも高さ６０ｍ柱間距離１００ｍのもので略略南北 

  方向に懸架された指向性空中線でした。 
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３．どのような設備があったのですか その② 
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対欧無線電信海蔵受信所は、所在地の三重県三重郡海蔵村が１９３０年（昭和５年）１月１日に四日市市に編入されたことに伴

い、四日市受信所に改称されましたので、ここからは四日市受信所としてレポートを進めます。 

 四日市受信所では、１９３０年(昭和５年)２月にロンドンにおいて開催された海軍軍縮会議に出席中の若槻全権大使の日本向け放

送を受信したり、１９３６年（昭和１１年）８月にベルリンで開催された第１１回オリンピック大会での女子２００ｍ平泳ぎ決勝

での前畑秀子選手の実況放送を受信しＮＨＫを通じて全国に流れされたことが特筆される事例にあげられることが文献に多くみら

れます。 

 中でも第１１回オリンピックでの日本のホープ前畑秀子選手の２００ｍ平泳ぎでの、ドイツのゲネンゲル選手との大接戦の実況

放送での｢前畑がんばれ！｣の連呼絶叫したＮＨＫ河西アナウンサーの声援は永遠に残る名放送として今も語り継がれています。 

 軍縮会議の開催にあたっての外国電報の通数は劇的に伸びたことも記録に残っています。当時の新聞記事によると 

  「本年に入ってからの受信数は、２０日までに５３５９本に達し、２１日は４１０本、２２日は３７５本、２３日は 

４０４本と多数を示し、中には１本１万字に近い長文もあると」（新愛知新聞昭和 5.1.27） 

と名古屋無線局での繁忙ぶりが報じられています。 

外国電報の中継数は、１９２９年から増加し、ピークの１９３６年(昭和１１年)には１か月に５１，２３８通にのぼったことが記録

されています。（名古屋中央電報局小史） 

 政治、経済、文化などあらゆる面での世界の中心地であったヨーロッパとの通信手段のうち、受信を一手に引き受けていた海蔵

受信所の輝かしい歴史的役割を、私たちはいつまでも忘れることはできないのではないでしょうか。 

 

 

４．どのような活躍をしたのですか 
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  前述のように、わが国のヨーロッパ向け通信は名古屋が窓口になって拡充され、その後もさらに貿易の伸びによって通信量は増

大したのですが、その利用地域の大半は、京浜及び阪神地区に集中しているほか、東京が窓口となっている南洋方面との通信にし

ても、８割までが阪神方面に発着するという状態でした。このことは、扱う電報の大多数に余分な中継作業を加えることになり、

能率とミス発生の両面から好ましくないとの論議が起こり、そこで逓信省は名古屋無線電信局の対欧通信は東京都と大阪に、また 

同時に扱われている対南洋・対極東・対アフリカとの通信も大阪に移す方針を打ち出しました。 

 命令の内容 

外信第８２号 昭和１１年３月１６日 逓信大臣発 日本無線電信株式会社あて 

別紙第２号 対外無線電信整備及拡張年度計画（抄） 

 ４ 大阪局受信所は関西地方の適当なる地点に新設し対欧長波受信設備並びに対英吉利、獨逸、仏蘭西、波蘭受信用短波設備及び対南洋極東受信用

設備を設置するの外今後新規に通信連絡を開設すべき諸国より中苦節受信するに適する設備を為すものとす 

 ５ 四日市受信所は廃止するものとす 

この命令を受け会社は１９３６年（昭和１１年）から兵庫県下の小野に小野受信所の建設に着手し、１９３７年（昭和１２年）に

完成し、順次設備の移管を開始しました。同年の１１月に短波受信機と長波受信機を移管して、開局以来９年３か月余りをもって

その幕を閉じました。 

１９３８年（昭和１３年）１２月に逓信省が、国際電気通信株式会社（１９３７年１２月に日本無線電信株式会社と国際電話株式

会社が合併して出来た会社）から買収し無線同報通信受信施設あるいは航空無線受信業務の受信施設として使用されました。 

 

 

５．いつごろまであったのですか 
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かつての対欧無線通信海蔵受信所は、住宅団地に生まれ変わった！ 

残念なことに、メモリアル的なものは何一つ残されませんでした。  ＜＜依佐美送信所のいま＞＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                         依佐美送信所記念館         当時の機器展示 

 

 

 

 

 

 

 

「対欧無線通信発祥の地」碑 

 

                                       マイルストーン認定記念碑 

６．お わ り に 
 

                      現在の通信の進歩は目覚まし

く、遠く離れた相手との通話や

画像のやり取りが当たり前の

携帯電話、通信衛星を使ったＧ

ＰＳを備えた携帯電話や、いつ

でもどこでも本が電子図書が

読める時代になっています。 

                       これらの携帯電話には、当然

のことながら無線電波を使っ

ています。 

これらの技術は、突然生まれたものではなく、永年の無線通信の研究の積み重ね

によって生まれたものです。これからの時代を担う人達に先輩の苦労を知っても

らい、未来の夢を育んでもらうための環境は必要ではないでしょうか。かつて相

棒だった依佐美送信所では、跡地を公園にしその一角に記念館を作って公開し、

市民の憩いの場になっています。また、当時の機器類を保存して市民に公開し、

有志がボランティアのガイドになって来館者に親切に説明をされています。時に

は、外国からの技術者や無線に興味をもつアマチュアの方々も訪れています。そ

の際には、受信所の話も出るそうです。その話を耳にしますと落差の大きさに、

悔しさと虚しさが入り混じった複雑な気持ちになってしまいます。 

７ 

2009 年に、この施設が社会的文化的に価

値ある技術遺産・産業遺産として、ＩＥ

ＥＥから認定を受けたことを記念して、

この碑が建立されました。 


